
学びの改⾰プロジェクトの推進と令和６年度の取組

現状と課題 今後の展開

令和６年度の具体的な取組
① タブレット等のＩＣＴ機器を活用した学習指導方法の研究・開発等による習熟度や学習環

境等に応じた教育の推進

・ ＧＩＧＡスクール運営支援センターにおけるヘルプデスク対応や訪問指導等の充実、学校DX支援

リーダーの配置 （学校教育ＤＸ推進進事業費39百万円[政プロ費]）

・ 県立高校における高機能ＩＣＴ機器の整備等 （高等学校ＤＸ加速化推進事業費240百万円）

・ 遠隔授業の受信校及び単位認定となる授業配信の拡大、多様な背景を有する生徒を対象とした

遠隔授業に向けた調査 （遠隔教育による学びの機会充実事業費８百万円）

・ 県立図書館等資料のデジタル化、県立図書館「I-ルーム」の学習環境の整備

（社会教育デジタル活用推進事業費15百万円）

② 幼児・児童・生徒の学びや生活に関するデータを活用した一人ひとりに応じた学習指導、生徒指

導等の充実

・ 全県統一の統合型校務支援システムの順次導入

（【再掲】学校教育ＤＸ推進進事業費39百万円[政プロ費]）

・ １人１台端末等を活用した「心の健康観察」の取組の推進

（心の健康観察システム活用推進事業費８百万円）

・ デジタル教科書等を活用した授業改善、家庭学習支援

（確かな学力育成加速化事業費６百万円）

・ ＳＴＥＡＭの視点からの課題解決型学習の取組の推進

（探究・ＳＴＥＡＭ教育推進事業費15百万円）

・ 児童生徒の「運動」「食」「生活」習慣の形成を総合的に支援するチャレンジカードをベースとした

サポートシステムの検討・研究 （60プラスプロジェクト推進事業費２百万円）
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⽬指す姿
就学前から⾼校教育までの質が⾼く切れ⽬のない教育環境の構築を通じて、 新たな社会を創造し、岩⼿県の未来をけん引する⼈材の育成

① ＩＣＴ機器を活用した学習指
導方法の研究・開発等よる習熟
度や学習環境等に応じた教育の
推進

○ 教員のＩＣＴ活用指導力向上のための研修及び支援体
制の充実

○ 遠隔授業システムの環境整備による受信校や授業配
信の拡大

〇 ＩＣＴを活用した社会教育施設等と学校との連携

② 学びや生活に関するデータ
を活用した一人ひとりに応じた
学習指導、生徒指導等の充実

○ 諸調査の分析データ等を活用した、組織的検証サイク
ルモデルの普及

○ 国の動向等を踏まえた諸調査へのCBTの導入検討
○ 全県統一の統合型校務支援システムの導入・運用

③ 関係機関との連携による教
育分野へのSociety5.0に対応し
た技術の導入促進

○ ＡＩドリルの導入実証等の情報収集
○ 教育分野におけるSociety5.0に対応した技術（Ｉｏ
Ｔ・ＡＩ・ビッグデータ等）の導入可能性等の情報収集
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【現状】
○ ＡＩドリルの導⼊実証等の情報収集

【課題】
○ 教育分野におけるSociety5.0に対応した技術(IoT・ＡＩ等)の導⼊可能性等の調
査・研究

【現状】
〇 国において、学びの保障オンライン学習システム（ＭＥＸＣＢＴ）によるテスト
や、全国学⼒・学習定着度状況調査等のCBT化の動きが加速

〇 児童⽣徒の情報を集積、連携する全県統⼀の統合型校務⽀援システムについて、
岩⼿県学校教育ＩＣＴ推進協議会において全市町村との意思統⼀を図り、令和６年
度からの順次導⼊に向け、令和５年度内にシステム構築を実施

○ 探究的な学びをＳＴＥＡＭの視点から深める課題解決型学習（県⽴⾼校9校）
【課題】
○ 諸調査のデジタル化の推進と結果データ等を分析、活⽤⽅策の確⽴及び普及
○ 全県統⼀の統合型校務⽀援システムの円滑な導⼊と効果的な運⽤

【現状】
○ 全公⽴学校で児童⽣徒１⼈１台端末等の整備が完了
○ ⽣徒のニーズに応じた質の⾼い教育の充実を図る遠隔授業を実施
○ ＩＣＴ推進に係る市町村との連携（協議会、ＧＩＧＡスクール運営⽀援センター）

〇 ＰＣ・タブレット等の１⼈１台端末を授業で活⽤した学校の割合は、全国平均を
下回っているものの、前年度調査⽐で⼤幅に増加

【課題】
○ 教員のＩＣＴ活⽤指導⼒の向上
○ 児童⽣徒のＩＣＴ活⽤率の向上

② 幼児・児童・生徒の学びや生活に関するデータを活用した一人ひとり
に応じた学習指導、生徒指導等の充実

学校への質問 Ｒ４調査 R５調査

前年度までに受けた授業でＰＣ・タブ
レット等を週３回以上程度使⽤したか
（岩⼿県）

⼩ 49.3％ 71.4％

中 65.4％ 81.9％
（⽂部科学省︓全国学⼒・学習状況調査）
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Ｒ４ R５

県が設置するＧＩＧＡスクール運営⽀援
センターに参画する市町村数 １ ４

③ 教育用ＡＩの共同開発など産業界をはじめとした関係機関との連携に
よる教育分野へのSociety5.0に対応した技術の導入促進

① タブレット等のＩＣＴ機器を活用した学習指導方法の研究・開発等に
よる習熟度や学習環境等に応じた教育の推進

新

新

新
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１ ⼦どもたちに必要な資質・能⼒の育成に向けたＩＣＴ機器の整備が加速
〇 全県⽴学校で無線ＬＡＮ、⼤型提⽰装置、児童⽣

徒１⼈１台端末等のＩＣＴ機器整備が完了
（Ｒ２〜Ｒ４）

〇 県内市町村⽴⼩中学校で全児童⽣徒１⼈１台端末
の整備が完了（Ｒ２〜Ｒ４）

〇 「岩⼿県学校教育ＩＣＴ推進協議会」を設置し、県と市町村が⼀体となった全県推進体制を整備
（Ｒ２ 第１回開催 Ｒ３〜年３回の開催）

２ ＩＣＴ機器やデータを活⽤した新たな学習指導の取組が進む
〇 「ＩＣＴを使ったグループ等での考え⽅の共有」や「⼩テストの端末での配信」
等の新たな学習や、特別⽀援学校における補助⼊⼒装置を使った操作等の
障がい特性に応じた指導への活⽤が進展

〇 各市町村が配置するＩＣＴ⽀援員が⼀堂に会し、それぞれの成果や課題を
共有するため、「岩⼿県市町村ＩＣＴ⽀援員連携会議」を新たに開催(Ｒ５)

〇 教員の働き⽅改⾰につながる「岩⼿県クラウド版統合型校務⽀援システム」の
全県導⼊に向けたシステム構築を実施(Ｒ５)

３ 教育の質と学ぶ機会の充実に向けた遠隔教育が進む
〇 ⽂部科学省COREハイスクールネットワーク構想事業の指定（Ｒ３）を受け、

Ｒ４から教育課程内で遠隔授業を実施
〇 ⼩規模県⽴⾼校５校に対し、地理・物理・情報の配信を実施（Ｒ５）

学びの改⾰プロジェクトの今

県内公立学校ＩＣＴ機器整備状況 R2.3.1 R5.3.1

ＰＣ１台当たりの児童生徒数 4.6人 0.8人

普通教室の無線ＬＡＮ整備率 28.5％ 96.6％

普通教室の大型提示装置整備率 27.1％ 64.2％

【出典：学校における教育の情報化の実態調査(文科省）】

補助入力装置を使った操作
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